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市
民
参
加
で
条
例
制

定
・
計
画
策
定

　
市
で
は
市
民
参
加
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
に
関
わ
り
の
深
い
条
例
の
制
定

や
計
画
の
策
定
を
す
る
際
は
審
議
会
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
意
見
交
換
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
「
市
民
参
加
に
よ
る
手

法
」
に
よ
り
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
市
民
参
加
推
進
会
議
は
、
そ
の
手

法
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た
め
、

市
の
実
施
方
法
や
手
法
に
つ
い
て
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
市
長
の
諮
問

に
対
し
て
答
申
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
「
平
成
23
年
度
市
民
参

加
の
実
施
状
況
に
対
す
る
総
合
的
評

価
に
つ
い
て
」「
市
民
参
加
の
方
法

の
研
究
お
よ
び
改
善
に
つ
い
て
」「
市

民
参
加
条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て
」

の
3
件
に
つ
い
て
市
長
が
諮
問
し
、

そ
れ
に
対
し
て
の
答
申
が
12
月
13
日

に
市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
で
は
、
評
価
の
実
施
状
況
や

今
後
の
市
民
参
加
の
あ
り
方
に
つ
い

て
市
に
提
言
し
て
い
ま
す
。
答
申
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

答
申
の
概
要

　
市
民
参
加
条
例
の
施
行
以
降
、
市

民
参
加
が
市
民
や
行
政
に
浸
透
し
て

き
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
。
ま
た

今
回
評
価
し
た
事
業
以
外
で
も
、
市

が
実
施
す
る
多
く
の
事
業
で
市
民
参

加
に
よ
る
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
公
募
し
た
市
民
に
つ
い

て
は
女
性
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
や

各
世
代
・
地
域
に
偏
り
が
あ
り
、
顔

ぶ
れ
が
同
じ
で
あ
る
な
ど
の
課
題
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
答
申
の

詳
細
は
次
の
3
つ
で
す
。

◆
平
成
23
年
度
市
民
参
加
の
実
施
状

況
に
対
す
る
総
合
的
評
価
に
つ
い
て

【
検
討
の
方
法
】

　
平
成
23
年
度
に
市
が
実
施
し
た
事

業
で
市
民
参
加
条
例
の
対
象
と
な
っ

た
事
業
は
9
事
業
で
、
総
合
的
評
価

の
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
す
（
7

事
業
に
つ
い
て
は
平
成
24
年
度
も
実

施
中
の
事
業
で
、
今
回
の
評
価
は
平

成
23
年
度
末
ま
で
に
実
施
し
た
市
民

参
加
に
つ
い
て
の
み
評
価
し
て
い
ま

す
）。

【
提
言
の
概
要
】

　
一
部
の
事
業
に
お
い
て
は
、
総
合

的
評
価
に
お
け
る
評
価
点
こ
そ
良
好

で
し
た
が
、
条
例
が
規
定
す
る
市
民

参
加
の
結
果
の
公
表
が
順
守
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
急
に
是
正
し
、

条
例
に
基
づ
い
た
適
切
な
市
民
参
加

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　
ま
た
市
民
に
参
加
を
求
め
る
と
き

は
、
分
か
り
や
す
く
情
報
を
公
表
・

報
告
す
る
な
ど
、
市
民
が
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

◆
市
民
参
加
の
方
法
の
研
究
お
よ
び

改
善
に
つ
い
て

【
検
討
の
方
法
】

　
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出

さ
れ
て
選
ば
れ
た
市
民
が
有
償
で
、

あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
議
し
、
市

に
提
案
を
行
う
制
度
で
あ
る
「
市
民

討
議
会
」
に
着
目
し
、
市
民
討
議
会

を
今
後
の
白
井
市
に
お
け
る
新
し
い

市
民
参
加
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を

検
討
し
ま
し
た
。

【
提
言
の
概
要
】

　
新
た
な
市
民
参
加
の
方
法
と
し
て
、

引
き
続
き
市
民
討
議
会
の
研
究
が
必

要
で
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出

さ
れ
た
地
域
性
、
性
別
、
世
代
に
偏

り
の
な
い
市
民
が
参
加
で
き
る
、
市

独
自
の
市
民
参
加
の
方
法
に
つ
い
て

研
究
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
市
民
参
加
条
例
の
制
定
や
市
民
参
加
推
進
会
議
の
設
置
を
行
い
、
市
民
と
の

協
働
・
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
の
4
月
に
「
市
民
参
加
実
施
状
況
に
対
す
る
総
合
評
価
に
つ
い
て
」
な
ど
3

件
に
つ
い
て
市
長
が
市
民
参
加
推
進
会
議
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
が
12
月
13
日
に
提
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
参
加
の
状
況
評
価

市
民
団
体
活
動
支
援
補

助
金
を
活
用
し
た
い
団

体
を
募
集

　
市
で
は
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

新
た
に
市
民
活
動
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
団
体
お
よ
び
団
体
設
立
後
3
年

未
満
の
市
民
団
体
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
補
助
を
希
望
す
る

団
体
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
5
人
以
上
の
団
体
な
ど

で
、
主
と
し
て
市
内
で
公
益
活
動
を

行
う
設
立
3
年
未
満
の
団
体
（
こ
れ

か
ら
設
立
す
る
予
定
の
団
体
も
含
む
）

※
公
益
活
動
と
は
営
利
を
目
的
と
せ

ず
、
自
主
的
に
行
う
不
特
定
か
つ
多

数
の
者
の
利
益
の
た
め
に
行
う
活
動

を
言
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

　
新
た
な
市
民
団

体
の
公
益
活
動
で
あ
っ
て
、
活
動
拠

点
が
市
内
に
あ
り
、
主
に
市
内
に
お

い
て
行
う
事
業

選
定
方
法

　
市
補
助
金
評
価
委
員
会

の
選
考
を
経
て
、
平
成
24
年
度
中
に

決
定

【
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
】

　
平
成
25
年
度
の
活
動
立
上
型
補
助

金
の
希
望
団
体
を
募
集
す
る
に
当
た

り
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
1
月
26
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
・
問

　
補
助
金
を
希
望
す
る
団
体

は
、
所
定
の
申
請
書
（
市
民
活
動
支

援
課
・
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類

を
添
え
て
2
月
12
日
㈫
ま
で
に
直
接

市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支
援
班

内
線
3
1
5
2
へ

平成 23 年度市民参加の実施状況に対する総合的評価

事業名 事業期間 総合評価

第5期高齢者福祉計画・介護保
険事業計画策定事業

平成22・23年度 良好

白井市環境基本計画策定事業 平成22・23年度 良好

美しい景観形成推進事業 事業中 良好

白井市除染実施計画策定事業 事業中 改善を要する

( 仮称 ) 市民参加・協働のまちづ
くりプラン策定事業

事業中 改善を要する

白井市地域福祉計画策定事業 事業中 改善を要する

白井市産業振興条例策定事業 事業中 改善を要する

( 仮称 ) 白井市暴力団排除条例制
定事業

事業中 改善を要する

地域防災計画推進事業 ( 地域防
災計画修正業務 )

事業中 改善を要する

※事業中とは平成 24 年度も継続中事業で、今回の評価は平成 23
年度末までに実施した市民参加についての中間評価です。事業終
了後に改めて評価します。

◆
市
民
参
加
条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て

【
検
討
の
方
法
】

　
審
議
会
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
、

公
募
に
よ
る
市
民
参
加
の
現
状
を
把

握
し
ま
し
た
。

【
提
言
の
概
要
】

　
市
が
条
例
で
設
置
す
る
審
議
会
の

定
数
と
職
務
を
個
別
に
調
査
し
、
審

議
会
の
権
能
な
ど
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
公
募
委
員
の
拡
大
が
可
能
か
ど

う
か
調
査
し
て
く
だ
さ
い
。

　
常
設
型
の
住
民
投
票
制
度
を
検
討

す
る
に
は
、
条
例
を
設
置
し
て
い
る

市
町
村
の
調
査
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め

十
分
な
研
究
・
調
査
が
必
要
で
す
。

答
申
を
踏
ま
え
て
の
市

の
対
応

　
市
で
は
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
一
層
の
市
民
参
加
を
推
進
し

「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま
ち

し
ろ
い
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

※
こ
の
答
申
書
は
市
役
所
1
階
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
　

市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
2

市長に答申書を手渡する吉井会長（中央）と池川副会長（右）

文化会館自主事業

柏市立柏高等学校吹奏楽部演奏会

日時　2月16日㈯　午後1時30分～
場所　文化会館大ホール
入場料　一般1,000円、小・中学生500円（全席指定）
※2階席のみの販売となります。
前売り開始　1月26日㈯　午前10時～
電話予約　1月27日㈰　午前9時～　
※チケットは1人2枚まで購入できます。
　就学前の子どもは入場できません。
■問　文化会館☎（492）1121

柏市立柏高等学校吹奏楽部の皆さん

市民団体活動支援補助金（活動立上型）
補助対象および補助金額など

補助対象 補助期間 補助率 補助上限

これから設立しよ
うとする団体

1年間 
（最長3年間）

運営費の一部
および事業経
費の80㌫

5万円

設立後 3年未満の
団体

10万円

 

〜
市
民
参
加
推
進
会
議
の
答
申
〜
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平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
期
間
は
2
月
18
日
㈪
か
ら
3
月
15
日
㈮
ま
で
で
す
。
市
で
は
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど

で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
の
提
出
を
、
無
料
相
談
や
自
書
説
明
会
な
ど
で
順
次
受
け
付
け
ま
す
。

◆
こ
ん
な
人
は
還
付
申
告
を

　
給
与
所
得
者
が
提
出
で
き
る
還
付

申
告
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
】

　
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
新

築
ま
た
は
中
古
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
購

入
や
既
存
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
増
改
築

な
ど
を
行
い
、
そ
の
要
件
が
新
築
住

宅
の
場
合
は
次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
、

中
古
住
宅
の
場
合
は
①
か
ら
⑥
ま
で

の
全
て
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

①
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
日
か
ら
6
カ

月
以
内
に
入
居
し
、
引
き
続
き
居
住

し
て
い
る
こ
と

②
申
告
者
の
合
計
所
得
が
3
、   

0
0

0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

③
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
間
が

10
年
以
上
あ
り
、
月
賦
の
よ
う
に
分

割
で
返
済
し
、
平
成
24
年
12
月
31
日

現
在
で
年
末
残
高
が
あ
る
こ
と

④
1
棟
の
家
屋
で
床
面
積
が
50
平
方

㍍
以
上
あ
り
、
床
面
積
の
2
分
の
1

以
上
が
専
ら
居
住
用
で
あ
る
こ
と

⑤
居
住
年
ま
た
は
そ
の
年
の
前
後
2

年
以
内
に
譲
渡
所
得
に
係
る
一
定
の

特
例
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑥
家
屋
の
取
得
の
日
か
ら
さ
か
の
ぼ

っ
て
20
年
以
内
（
耐
火
建
築
物
に
つ

い
て
は
25
年
以
内
）
に
建
築
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と

【
医
療
費
控
除
】

　
自
分
や
自
分
と
生
計
を
一
に
す
る

親
族
の
病
気
や
け
が
な
ど
で
医
療
費

を
支
払
っ
た
場
合
は
、
一
定
の
金
額

の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

医
療
費
控
除
額

　
平
成
24
年
中
に
支

払
っ
た
医
療
費
か
ら
保
険
金
な
ど
で

補ほ
て
ん填

さ
れ
る
金
額
を
引
き
、
さ
ら
に

10
万
円
（
総
所
得
金
額
な
ど
が
2
0

0
万
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
5
㌫
相

当
額
）
を
引
い
た
金
額

◆
年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不

要
制
度

　
年
金
所
得
者
の
う
ち
、
公
的
年
金

の
収
入
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
公

的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人
は

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
す
が
、
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定

申
告
は
提
出
で
き
ま
す
。

　
ま
た
生
命
保
険
料
な
ど
「
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
の
な

い
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
無
料
相
談
・
自
書
指
導
会

　
市
で
は
申
告
者
に
補
助
者
が
付
き
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
申
告
書
を
作
成
し

て
提
出
で
き
る
「
無
料
相
談
」
や
市

役
所
で
申
告
書
を
作
成
し
て
提
出
で

き
る
「
自
書
指
導
会
」
な
ど
を
左
表

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
開
催
日
に

は
、
既
に
申
告
者
自
身
で
作
成
し
た

申
告
書
も
会
場
で
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の
は
右
下

枠
の
と
お
り
、
無
料
相
談
・
自
書
指

導
会
な
ど
の
日
程
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

※
所
得
税
の
青
色
申
告
や
譲
渡
所
得
、

消
費
税
、
贈
与
税
な
ど
に
つ
い
て
は

市
で
は
申
告
用
紙
の
配
布
の
み
を
行

い
ま
す
。
申
告
に
つ
い
て
の
詳
細
は

左
下
枠
の
「
成
田
税
務
署
か
ら
の
お

知
ら
せ
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　

成
田
税
務
署
☎
0
4
7
6
（
2

8
）
5
1
5
1
（
代
表
） 

、
市
課
税

課
市
民
税
班

　
内
線
3
1
3
1
〜
3

高
額
な
医
療
費
を
負
担

し
た
人
は
領
収
書
の
コ

ピ
ー
を
忘
れ
ず
に

　
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

1
カ
月
の
医
療
費
が
高
額
（
対
象
世

帯
に
お
け
る
限
度
額
を
超
え
た
額
）

に
な
っ
た
場
合
、
申
請
手
続
き
後
に

市
か
ら
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
申
請
手
続
き
を
す
る
に
は
、
医

療
機
関
で
受
診
し
た
際
の
領
収
書
か

そ
の
写
し
の
添
付
が
必
要
に
な
る
の

で
、
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
の
還

付
申
告
を
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
領
収
書
の
写
し
を
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　
支
給
対
象
者
に
は
、
受
診
の
2
か

ら
3
カ
月
後
に
支
給
申
請
に
関
す
る

お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
11
月
診
療
分
に
つ
い
て
は
1
月

末
ご
ろ
、
12
月
診
療
分
に
つ
い
て
は

2
月
末
ご
ろ
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し

ま
す
。

※
領
収
書
か
そ
の
写
し
で
支
払
金
額

が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
高
額
療
養

費
を
支
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
　

保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

　
内

線
3
1
8
0

所
得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
め
に

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

「
納
付
済
額
の
お
知
ら

せ
」
が
確
定
申
告
に
利

用
で
き
ま
す

　
市
で
は
、
平
成
24
年
中
に
納
付
し

た
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
金
額

を
一
つ
に
ま
と
め
た
「
納
付
済
額
の

お
知
ら
せ
」
を
、
は
が
き
で
今
月
下

旬
に
納
税
義
務
者
へ
送
付
し
ま
す
。

こ
れ
は
確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
の

申
告
の
際
に
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
の
資
料
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
「
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
」
に
は

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
き
落
と

し
）
分
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、

特
別
徴
収
分
の
金
額
は
年
金
支
払
者

か
ら
交
付
さ
れ
る
「
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

問
　
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料

　
保
険
年
金
課
保
険

税
班

　
内
線
3
1
7
1
〜
3

　
介
護

保
険
料

　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

班
　

内
線
5
3
3
3
〜
5

無料相談・自書指導会日程
日程 時間 場所

申
告
期
間
前

無料相談

1月25日㈮・
28日㈪

10:00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

白井市役所
（6階正庁）

2月12日㈫～
15日㈮

イオンモール千葉
ニュータウン3階イオ
ンホール（印西市）

年金収入のみの
人を対象とした
自書説明会

2月15日㈮ 西白井複合センター

申
告
期
間
中

税理士による無
料申告相談

2月22日㈮
9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

白井市役所
（6階正庁）

自書指導会

2月18日㈪か
ら3月15日㈮
までの平日

9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

2月23日㈯・
3月2日㈯

9：00 ～ 12：00

各種申告で必要なもの
申告の種類 必要なもの

住宅借入金等特別
控除（住宅ローン
控除）

申告者自身の氏名が記載された住民票、家屋の登記事項証明書、請
負契約書または売買契約書の写し、住宅取得資金に係る借入金の年
末残高証明書、敷地などの購入に係る控除を併せて受ける場合はそ
の敷地などの登記事項証明書および敷地などの分譲に係る契約書の
写し
※中古住宅で都市再生機構や住宅供給公社などに対する債務を引き
継いだ場合は債務の承継契約書の写し、耐震基準に適合する場合は
耐震基準適合証明書または住宅性能評価書の写し、また増改築の場
合は建築確認通知書・検査済証・増改築等工事証明書のいずれか1つ
を併せて持参してください。

医療費控除
病院や薬局などの領収を証する書類、保険金などで補填される金額
が分かるもの

農業所得・不動産
所得

固定資産税・都市計画税納税通知書、土地改良区賦課金・農業共済
掛金・農業者年金保険料の金額の分かるもの

確定申告に必要なもの
　確定申告には印鑑、筆記用具、計算機、平成24年分の収入金額が分かるもの（給
与・年金の源泉徴収票など）、申告者名義の金融機関（銀行・郵便局など）の口座
番号が分かるもの、控除額が分かるものなどが必要になります。
　控除額が分かる主なものは次のとおりです。
　また申告の種類によって下表のとおり必要なものが異なるので、必ず確認して
ください。
控除額が分かる主なもの　配偶者の所得が分かるもの、生命保険料・地震保険料
の控除証明書（原本）、国民年金保険料控除証明書（原本）、市で発行する「納付
済額のお知らせ」、障害者手帳か「障害者控除対象者認定書」の写し

【確定申告書の作成・提出会場】
　成田税務署では、平成24年分の所得税・贈与税・個人
消費税の確定申告書の作成・提出会場を次の日程でイオン
モール成田2階イオンホール（成田市）に設け、併せて相
談会を開催します。
※会場に納税窓口はありません。また会場では納税証明書
を発行できません。
　開催期間中は、成田税務署で確定申告書の作成・提出は
できません。
受け付け日時　2月1日㈮から3月15日㈮までの平日と2月24
日㈰、3月3日㈰　午前9時～午後4時
※申告書の提出および申告の相談は、午後5時まで実施し
ます。

成田税務署からのお知らせ

■問　成田税務署☎0476（28）5151（代表）

【所得税の確定申告　e―Taxならこんなにいいこと】
●国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で
作成した確定申告のデータは、インターネットを利用して
提出することができます
●平成24年分の所得税確定申告を申告期限内にe―Taxで行
うと、所得税額から最高3,000円の控除が受けられます
※e―Taxを利用して確定申告をした場合の税額控除は、平
成19年分から平成24年分までのうちで1回のみです。
●医療費控除に必要な領収書や源泉徴収票などの情報は、
記載内容を入力して送信することで提出などを省略するこ
とができます
※領収証や源泉徴収票などの必要書類は、後日税務署が提
示を求める場合があるので、5年間は手元に保存しておいて
ください。
●還付申告をe―Taxで申告した場合、通常よりも早い期間
で還付金を受け取ることができます
●平成24年分から贈与税の申告もe―Taxが利用できます
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
講

演
会

〜
あ
な
た
が
住
む
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
?
〜

　
市
で
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢

化
や
生
活
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
高

度
化
・
多
様
化
す
る
地
域
の
課
題
な

ど
を
解
決
す
る
た
め
、
市
民
参
加
・

協
働
を
進
め
な
が
ら
地
域
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
や
市
民
自
治
の
仕
組
み
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
基
調
講
演
で
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
実
際
に
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
人

が
討
論
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
2
月
17
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
（
開
場

　
午
後
1
時
）

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
一

般
　

1
5
0
人
（
申
し
込
み
順
）

内
容

　
基
調
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
地

域
の
つ
な
が
り
か
た
〜
市
民
自
治
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〜
」  
（
講
師

　

千
葉
大
学
法
経
学
部

　
関
谷
昇
准
教

授
）  

、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
?
地
域

の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
に
は
?
」

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
N
P
O
法

人
ま
ち
ぽ
っ
と  

利
夫
事
務
局
長
、

パ
ネ
リ
ス
ト

　
市
自
治
連
合
会

　
竹

内
正
一
会
長
、
市
小
中
学
校
P
T
A

連
絡
協
議
会

　
渡
邊
聡
子
会
長
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
O
N

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
石
﨑
忠
和
会
長
、

伊
澤
史
夫
市
長

申
・
問

　
電
話
か
E
メ
ー
ル
で
2
月

14
日
㈭
ま
で
に
企
画
政
策
課
企
画
政

Q
　

ア
メ
リ
カ
製
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ

ー
ズ
が
欲
し
く
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
格
安
な
通
信
販
売
シ
ョ
ッ
プ
を

見
つ
け
て
注
文
し
た
。
説
明
文
な
ど

が
日
本
語
だ
っ
た
の
で
日
本
の
業
者

だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
商
品
は
中
国

か
ら
届
い
た
。

　
開
封
し
た
と
こ
ろ
、
商
品
は
粗
雑

な
作
り
で
正
規
ブ
ラ
ン
ド
品
と
は
と

て
も
思
え
な
か
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に

返
品
希
望
の
メ
ー
ル
を
出
し
た
が
、

全
く
返
信
が
な
い
。
電
話
を
し
て
も

通
じ
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　  （

20
代
・
男
性
）

A
　

円
高
の
影
響
で
、
最
近
海
外
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
か
ら
通
信

販
売
で
商
品
を
購
入
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
購
入
し
た
海
外
ブ

ラ
ン
ド
品
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
商

品
が
偽
物
や
不
良
品
だ
っ
た
と
い
う

相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
今
回

の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
格
安

通
販
シ
ョ
ッ
プ
を
探
し
、
国
内
の
販

売
店
だ
と
思
っ
て
注
文
し
た
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
「
す
べ
て
英
語
で

表
記
し
た
通
販
シ
ョ
ッ
プ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
業

者
の
正
規
サ
イ
ト
だ
と
信
じ
て
だ
ま

さ
れ
た
」
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
ひ
と
目
で
偽
物
と
分
か

海

外

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

通

販

る
よ
う
な
粗
雑
な
品
物
が
中
国
か
ら

届
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
正

規
ブ
ラ
ン
ド
の
日
本
代
理
店
も
「
本

物
か
偽
物
か
」
の
判
断
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
届
い
た
商
品
が

偽
物
で
あ
る
と
主
張
し
て
も
、
返
品

す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
も
し
商
品
代
金
の
支
払
い

を
カ
ー
ド
で
行
っ
て
い
る
場
合
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
相
談
を
し
て
支

払
い
の
停
止
や
返
金
の
手
続
き
、
業

者
の
調
査
な
ど
を
依
頼
で
き
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
海
外
通
販
は
言
葉
の
壁
も
障
害
に

な
る
た
め
、
そ
の
後
の
救
済
が
極
め

て
難
し
い
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
購
入
す

る
際
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

の
利
用
規
約
を
よ
く
読
ん
だ
上
で
そ

の
内
容
に
同
意
し
、
連
絡
先
や
商
品

の
納
期
、
支
払
い
方
法
、
返
品
の
可

否
・
条
件
・
送
料
の
負
担
な
ど
の
返

品
特
約
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ブ
ラ
ン
ド
品
の
偽
物
を
国
内
に
持

ち
込
む
こ
と
や
販
売
す
る
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
日
本
語
表
記

が
不
自
然
で
な
い
か
、
商
品
の
価
格

設
定
が
一
般
流
通
価
格
に
比
べ
て
大

幅
に
安
い
な
ど
の
矛
盾
が
な
い
か
な

ど
を
判
断
基
準
に
し
て
、
疑
わ
し
い

商
品
に
は
決
し
て
手
を
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
162

策
班

　
内
線
3
3
5
3
・
6
・k

i

k
ak

u
-seisak

u
@
city

.sh
iro

i.ch
iba.jp

へ

「
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
向

け
た
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向

上
と
防
災
に
係
る
知
識
の
啓
発
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
が
自
主
的

に
防
災
対
策
を
考
え
る
上
で
必
要
に

な
る
市
の
基
本
的
な
防
災
関
連
情
報

を
掲
載
す
る
「
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
す
。 

「
総
合

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
は
指
定

避
難
場
所
や
災
害
時
要
援
護
者
施
設

な
ど
を
示
し
た
地
図
、
小
学
校
区
ご

と
の
防
災
関
連
施
設
や
危
険
度
評
価
、

各
種
災
害
被
害
想
定
結
果
や
防
災
上

の
課
題
な
ど
を
ま
と
め
る
「
防
災
カ

ル
テ
」
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

　
地
図
の
作
成
に
当
た
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
「
防

災
カ
ル
テ
」
の
仕
様
な
ど
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
26
日
㈯

　
午
後
6
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
24
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
市

民
安
全
課
消
防
防
災
班

　
内
線
3
3

2
3  

・
6
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
12
月
11
日
か
ら
21

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
実
施
分

　
ダ
イ
コ
ン
、
ち
ぢ
み
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
サ
ト
イ
モ
、
ダ
イ
コ

ン
（
干
し
た
も
の
）  

、
カ
キ
（
干
し

た
も
の
）  

、
赤
カ
ブ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

県
実
施
分

　
シ
イ
タ
ケ
（
菌
床
・
施

設
栽
培
）

　
市
が
実
施
し
た
カ
キ
（
干
し
た
も

の
）
か
ら
19
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
の
放

射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

数
値
は
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の

基
準
値
で
あ
る
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／

㌔
㌘
以
下
で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
品
目
は
全
て
「
検
出

せ
ず
」
で
し
た
。

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
放
射
性
物
質

が
存
在
し
な
い
か
、
検
出
で
き
る
測

定
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
測
定
下
限
値
は
検
出
器
お
よ

び
検
査
容
器
の
容
量
や
密
度
な
ど
の

諸
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

市
が
所
有
す
る
検
出
器
で
は
セ
シ
ウ

ム
1
3
4   ・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。

問
　

農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

ご
み
の
減
量
・
分
別
講

習
会

　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
で

は
白
井
市
・
印
西
市
・
栄
町
在
住
者

を
対
象
に
、
印
西
地
区
の
ご
み
処
理

の
現
状
や
施
設
の
見
学
、
ご
み
の
正

し
い
分
け
方
・
出
し
方
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
「
ご
み
減
量
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
の
登
録
も
で
き
ま
す
。

日
時

　
2
月
13
日
㈬

　
午
後
2
時
〜

場
所

　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組

合
（
印
西
市
）

対
象

　
白
井
市
・
印
西
市
・
栄
町
在

住
一
般

　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
・

入
力
の
上
、
2
月
8
日
㈮
ま
で
に
印

西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
班
☎
0

4
7
6
（
4
6
）
2
7
3
2
・

 

0

4
7
6
（
4
7
）
1
7
6
5
・

    g

y
ou

m
u
@
in
k
an

-jk
.or.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　「なし坊ファミリー」は白井市の特産である「梨」のイメージキャラクターとして、平成7年に市民の皆さんからの公募で名付けられ、誕生しました。
　ファミリーは「なし坊」をはじめとして「かおり」「ゆたか」「さち」「ちょうじゅうろう」「たか」の全部で6人。白井の梨をはじめとする特産品の
宣伝や各種イベントでのPR活動など、市のイメージアップのために日ごろから頑張っています。
　市では「なし坊ファミリー」の普及のため、次のようなさまざまなグッズを用意したり、市ホームページでの特集記事を掲載したりしています。

【なし坊グッズ】
オリジナル名刺（台紙）　「なし坊」や「なし坊ファミリー」、県外の人にも白井市の場所がどこにあるのかすぐ分かるように「なし坊」が地図上で市
の位置を指示しているものなど、さまざまなイラストなどが入った名刺の台紙を企画政策課で販売しています（1箱100枚入　250円）。
なし坊ファミリーうちわ　節電に対する意識の向上のために「なし坊ファミリー」がうちわで登場。種類は全部で15種類あり、市ホームページから
型紙をダウンロードできます。
なし坊ファミリーペーパークラフト　市が平成21年に人口6万人を迎えるに当たり、皆さんに「なし坊ファミリー」により親しんでもらうために作成
しました。種類は家族全員分で6種類、市ホームページからダウンロードできます。
※小さな子どもが作るときは、保護者の皆さんができるだけそばにいて、ハサミやカッターなどでケガをしないように注意してあげてください。 

【「なし坊マーク」の使用申請】
　「なし坊ファミリー」は、そのデザインから今では子どもから大人まで広く知られるようになりました。市ではそのデザインを広く皆さんにも親し
んでもらうために「なし坊」をデザインした「なし坊マーク」の使用を奨励しています。
　使用するに当たっては、市へ「『なし坊マーク』使用申請・許可書」（市ホームページにあります）を企画政策課に提出してください。

【市ホームページ「なし坊ファミリーのページ」】
　市ホームページには「なし坊」が「ゆっくり」「のんびり」更新する「なし坊ファミリーのページ」があります。ページにはファミリーの紹介や「なし坊」
と「かおり」の2人が出掛けたときの様子や「なし坊」からのメッセージなどを写真を交えながら紹介する「なし坊とかおりの活動記録」、なし坊マー
クの使用申請についてのページやうちわの型紙やペーパークラフトがダウンロードできるリンクがあります。
　「なし坊とかおりの活動記録」には市民の皆さんが登場することもあるので、こまめにチェックしてみてはいかがでしょうか。
■問　企画政策課企画政策班　内線3356

みんな
大好き!!

関谷昇准教授

なし坊ファミリー
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血尿とタンパク尿
白井聖仁会病院　野田益弘

　腎臓の主な働きの一つは、尿
を造ることです。腎臓で造られ
た尿は尿の通路である腎盂

う

、尿
管を流れてぼうこうに貯まりま
す。そして一定の時間が来ると
ぼうこうが尿でいっぱいになる
ことで尿意を感じ、尿が尿道を
通って体外に排出される仕組み
になっています。腎臓から尿道
までの体の仕組みは右図のとお
りですが、血尿やタンパク尿が
認められた場合、腎臓や尿の通
路（腎盂、尿管、ぼうこう、尿
道）のどこかに何らかの異常が
ある可能性が出てきます。
　腎臓の尿を造る装置である糸球体が損傷する腎炎では、糸球体
から血液が漏れ出すことで血尿や蛋白尿になります。また血尿は、
腎臓・腎盂・尿管・ぼうこう・尿道・前立腺のがんや尿路の結石
などが原因でなります。
　血尿は、チョコレート色や赤色の尿が出るときに疑われます。
また肉眼で判らなくても、血尿やタンパク尿は健康診断や人間ドッ
クで偶然発見されることがあります。
　このようなときには、病気が進行すると透析療法が必要になる
ような腎炎や命にかかわるがんのような重大な病気が潜んでいる
ことを念頭に置き、自覚症状がないからといってそのまま放置せ
ず、まずはかかりつけ医で受診することをお勧めします。

白井聖仁会病院　池の上1―15―1　☎（491）3111

　

私のまちのかかりつけ医

脳
・
口
・
足
を
鍛
え

て
健
康
長
寿
〜
「
口
」

を
鍛
え
る
〜

　
前
回
の
「
脳
を
鍛
え
る
」
で
は
、

物
事
を
「
考
え
る
こ
と
」
や
何
か

を
「
書
く
こ
と
」
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
掲
載
し
ま
し
た
。

今
回
の
「
口
を
鍛
え
る
」
で
は
、

2
通
り
の
方
法
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
す
。

◆
「
飲
食
」
の
大
切
さ

　  「
口
を
鍛
え
る
」
た
め
の
実
践

方
法
に
は
、
ま
ず
「
飲
食
」
が
あ

り
ま
す
。  「
食
は
命
な
り
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
専
門
家

が
食
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
専
門
家
の
中
で
も
、
お
お

む
ね
近
代
西
洋
医
学
者
は
食
を
栄

養
面
か
ら
説
き
、
漢
方
系
の
医
学

者
は
少
食
、
そ
し
ゃ
く
力
の
面
か

ら
説
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
最
近
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
疑

い
や
生
活
習
慣
病
に
か
か
っ
た
人

は
糖
質
を
カ
ッ
ト
し
た
も
の
や
糖

質
制
限
食
を
摂
取
す
べ
き
、
と
い

っ
た
意
見
も
強
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
に
実
践
し
過
ぎ
る
と
、
糖
質

の
摂
取
を
制
限
し
た
こ
と
に
伴
う

副
作
用
の
危
険
性
も
あ
る
の
で
注

意
す
べ
き
、
と
の
専
門
家
の
意
見

も
あ
る
よ
う
で
す
。 

「
飲
食
」
は

摂
取
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
「
毒
」

に
も
「
薬
」
に
も
な
る
の
で
、
気

に
な
る
人
は
過
食
を
や
め
て
飲
酒

も
ほ
ど
ほ
ど
に
す
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

◆
「
声
を
出
す
」
こ
と
の
大
切
さ

　
も
う
一
つ
の
「
口
を
鍛
え
る
」

実
践
方
法
は
発
声
練
習
や
ス
ピ
ー

チ
、
読
経
な
ど
で
声
を
出
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「
お
し
ゃ

べ
り
」
す
る
こ
と
も
立
派
な
実
践

方
法
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
専
門

家
の
中
に
は
「
女
性
が
長
生
き
す

る
の
は
、
男
性
よ
り
し
ゃ
べ
る
機

会
が
多
い
か
ら
」
と
い
う
人
も
い

る
く
ら
い
で
す
。
脳
梗
塞
の
兆
候

の
一
つ
に
「
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
く

な
る
」
「
滑
舌
が
悪
く
な
る
」
と

い
っ
た
症
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
「
そ
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
と

き
は
、
脳
梗
塞
を
疑
っ
た
ほ
う
が

い
い
」
と
多
く
の
専
門
家
が
言
っ

て
い
ま
す
。
自
分
が
講
演
家
で
な

く
て
も
、
普
段
か
ら
意
識
し
て
滑

舌
を
良
く
す
る
発
声
練
習
を
し
て

お
く
と
、
健
康
面
か
ら
見
て
も
有

効
な
手
立
て
と
な
る
の
で
、
皆
さ

ん
も
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
次
回
は
「
足
を
鍛
え
る
」
方
法

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

問
　

N
P
O
法
人
全
日
本
健
康
倶

楽
部
／
白
井
・
健
康
「
元
気
村
」

蓮
井
☎
0
8
0
（
1
3
6
0
）
9

8
8
1

元
気
な
「
朗
人
」
に
な
る
た
め

に
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
3

もうすぐパパママクラス（平日コース）日程表
課名 日程 時間 内容

1課 2月13日㈬ 13：30 ～ 16：00 妊娠中の生活・妊婦体操

2課 2月15日㈮ 10：00 ～ 13：00 妊娠期からの食生活（調理実習）

3課 2月19日㈫ 13：30 ～ 16：00 出産の経過や妊娠中の歯の保健についての話

4課 2月21日㈭ 13：30 ～ 14：40 マタニティコンサートなど

5課 2月25日㈪

13：30 ～ 16：00
赤ちゃんの風呂の入れ方、先輩ママ&赤ちゃん
との交流

14：30 ～ 15：40
赤ちゃん同窓会（9月に「もうすぐパパママク
ラス」に参加した人のみ）

※妊婦体験ジャケットの試着は随時行います。

も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス
〜
平
日
コ
ー
ス
〜

　
出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
友
達
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
時
間
・
内
容

　
左
表
の
と
お

り
（
全
5
回
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
4
課
の
み
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
で

行
い
ま
す
。

対
象

　
お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

　
30
組

（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育

　
あ
り
（
要
事
前
予
約
）

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
パ
パ
の
子
育

て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
筆
記
用
具

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「いきいき夢教室」日程
日程 内容

1月31日㈭ 「おたっしゃ健診」で体力測定～あなたの元気度測定します!～（実技）

2月5日㈫
これは使える!　介護予防手帳①（講義・実技）
自宅でできる簡単筋トレ～スポーツインストラクターと一緒に～（講
義・実技）

2月7日㈭ わかって納得!　生活習慣病予防（講義）

2月12日㈫ 健康ウオーキング、はじめませんか（実技）

2月14日㈭ 知って得する!　介護保険制度・高齢者福祉サービス（講義）

2月19日㈫ 歯つらつ　お口のケアで若返り（講義・実技）

2月21日㈭
今日からできる認知症予防（講義・実技）
※実技は「脳トレ」を行います。

2月26日㈫
バランスのよい食事で介護予防を実践!（講義）
※食事を試食することもできます。

2月28日㈭
はじめての成年後見制度講座～いつまでも安心して暮らせるように～
（講義）

3月5日㈫ これは使える!　介護予防手帳②（実技）、全体のまとめ

※
内
容
に
よ
っ
て
は
、
エ
プ
ロ
ン
な

ど
が
別
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

参
加
費

　
4
0
0
円
（
調
理
実
習
材

料
費
）

申
・
問

　
電
話
か
直
接
健
康
課
母
子

保
健
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

マ
タ
ニ
テ
ィ
&
ベ
ビ
ー
サ

ロ
ン
・
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ

　
生
後
6
カ
月
ま
で
の
子
を
持
つ
マ

マ
や
妊
婦
さ
ん
が
気
軽
に
お
し
ゃ
べ

り
で
き
る
場
で
す
。
友
達
づ
く
り
に

来
ま
せ
ん
か
。

　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
紹
介
や
親
子

遊
び
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

日
時

　
2
月
6
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
妊
婦
、
生
後
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

問
　

健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

元
気
な
今
こ
そ
行
動
し
よ
う
!

い
き
い
き
夢
教
室
〜
冬

コ
ー
ス
〜

　
体
力
測
定
で
自
分
の
体
の
状
態
を

確
認
し
な
が
ら
、
今
後
介
護
を
必
要

と
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
講
義

や
実
技
を
交
え
て
学
ぶ
、
全
10
回
の

講
座
で
す
。
市
の
ご
当
地
体
操
「
梨

ト
レ
体
操
」
も
毎
回
行
い
ま
す
。

日
程
・
内
容

　
下
表
の
と
お
り

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
65
歳
以
上

　
30
人
（
申
し
込

み
順
）

申
・
問

　
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
に

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
参
加
す
る
場
所
を
記
入
の
上
、

1
月
23
日
㈬
ま
で
に
高
齢
者
福
祉
課

高
齢
者
支
援
班
☎
（
4
9
7
）
3
4

8
4
・

（
4
9
2
）
3
0
3
3
・

 k
ou

reisy
a-fu

k
u
si@

city
.

sh
iroi.ch

iba.jp
へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

前立腺

腎臓
腎盂

う

尿管
ぼうこう

尿道

腎臓から尿道までの体の仕組み



　文部科学省では「未来を担う心豊かでたくましい子どもを社会全体で育むためには、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を自覚し、連携・
協力しながら、地域社会全体で子どもたちの教育や成長を支援していく必要がある」としており、その中で子どもの成長に対して「地域の力」
が注目されています。市では「地域の力」をテーマに、子育て中の保護者や子どもの育成活動に参加している人、地域の子育てに興味があ
る人などを対象に講演会や白井第二小学校区放課後子ども教室「なかよし教室」の事例発表、座談会を行う公開研修会を開催します。
　地域の宝である子どもを地域で育てることについて、みんなで考えてみませんか。
日時　2月23日㈯　午後1時～ 4時　（受け付け開始　午後0時30分～）
場所　保健福祉センター
対象　子育て中の保護者や子どもの育成活動に参加している人、地域の子育てに興味がある人、教育関係者　60人（申し込み順）
講師　市原市立三和中学校　生稲勇教諭
■申・■問　住所、氏名、電話番号、「子育て」や「子ども育成支援活動」の経験の有無を2月15日㈮までに、電話かEメールで生涯学習課社会
教育班　内線3433・{syougai-gakusyuu@city.shiroi.chiba.jpへ

放課後子ども教室公開研修会

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

文
化
財
防
火
デ
ー

　
昭
和
24
年
（
1
9
4
9
）
1
月

26
日
は
法
隆
寺
の
金
堂
で
火
災
が

発
生
し
、
貴
重
な
文
化
財
で
あ
っ

た
多
く
の
壁
画
が
焼
損
し
た
日
で

す
。

　
当
時
の
文
化
財
保
護
委
員
会

（
現
在
の
文
化
庁
）
と
国
家
消
防

本
部
（
現
在
の
消
防
庁
）
で
は
こ

の
出
来
事
を
切
っ
掛
け
と
し
て
、

文
化
財
の
保
護
に
対
す
る
取
り
組

み
の
一
層
の
強
化
徹
底
を
図
る
た

め
、
そ
の
普
及
啓
発
事
業
の
一
環

と
し
て
昭
和
30
年
（
1
9
5
5
）

に
毎
年
1
月
26
日
を
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
に
定
め
ま
し
た
。
当
日

は
、
全
国
各
地
で
消
防
署
や
文
化

財
所
有
者
な
ど
の
協
力
を
得
て
防

火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
が
、
市

内
で
も
市
の
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
の
防
火
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

　
市
の
歴
史
に
お
い
て
も
、
大
き

な
火
事
や
社
寺
の
火
災
を
経
験
し

て
い
ま
す
。
元
和
6
年
（
1
6
2

0
）
の
「
平
塚
村
大
火
」
で
は
平

塚
地
区
の
延
命
寺
が
焼
け
、
元
禄

14
年
（
1
7
0
1
）
の
「
折
立
村

大
火
」
で
は
折
立
地
区
の
来
迎
寺

が
焼
け
ま
し
た
。
ま
た
延
享
4
年

（
1
7
4
7
）
と
文
政
9
年
（
1

8
2
6
）
ご
ろ
に
は
、
谷
田
村

（
現
在
の
谷
田
地
区
）
の
西
福
寺

が
火
事
で
諸
堂
を
失
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
天
保
13
年
（
1
8
4
2
）

の
「
白
井
橋
本
村
大
火
」
と
明
治

7
年
（
1
8
7
4
）
の
白
井
橋
本

村
・
下
長
殿
村
の
大
火
で
は
白
井

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

宿
跡
の
趣
が
失
わ
れ
、
明
治
24
年

（
1
8
9
1
）
の
名
内
地
区
の
大

火
で
は
東
光
院
や
白
井
尋
常
小
学

校
の
名
内
分
校
が
焼
け
、
今
井
地

区
ま
で
類
焼
が
及
び
ま
し
た
。
明

治
28
年
（
1
8
9
5
）
に
は
所
沢

地
区
（
現
在
の
木
地
区
）
で
も
大

火
が
起
こ
り
、
近
年
で
は
平
成
8

年
（
1
9
9
6
）
に
根
地
区
の
中

木
戸
に
あ
る
諏
訪
神
社
が
、
火
災

で
本
殿
を
焼
失
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
昭
和
61
年
（
1
9
8
6
）

か
ら
文
化
財
防
火
デ
ー
に
取
り
組

み
始
め
、
平
成
4
年
（
1
9
9
2
）

か
ら
は
印
西
地
区
消
防
組
合
と
連

携
し
て
指
定
文
化
財
の
所
有
者
、

地
元
消
防
団
お
よ
び
近
隣
住
民
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
防
火
訓
練
を

継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
は
、
長
年
地
域
の
人
々

に
守
ら
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た

貴
重
な
財
産
で
す
。

　
今
後
も
貴
重
な
文
化
財
を
長
く

伝
え
て
い
く
た
め
に
、
文
化
財
を

災
害
か
ら
守
る
環
境
作
り
が
重
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

文
化
財
の
防
火
な
ど
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

文
化
財
防
火
デ
ー
と

防
災
訓
練

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
は
、
日
本
を

代
表
す
る
文
化
遺
産
「
法
隆
寺
の
金

堂
壁
画
」
が
焼
失
し
た
日
で
す
。

　
国
で
は
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
事
件

の
再
発
防
止
を
目
的
に
毎
年
１
月
26

日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、

文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る
運
動
を
全

国
各
地
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
市
民
と
と
も
に
先
人
が
残

し
た
貴
重
な
文
化
遺
産
を
守
っ
て
い

く
た
め
、
消
防
署
や
消
防
団
と
協
力

し
て
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
訓
練
は
県
指
定
文
化
財

「
延
命
寺
観
音
堂
」
で
行
い
ま
す
。

　
訓
練
の
様
子
は
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
、
指
定
文
化
財
の
解
説
も
あ
り

ま
す
。

日
時

　
26
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
11
時

（
荒
天
中
止
）

場
所

　
延
命
寺
（
平
塚
9
3
9
）

問
　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

延命寺観音堂（平塚）

「地域の力で子どもを育てよう」～子どもを育てるのは誰の役目ですか?～

白井第二小学校区放課後子ども教室「なかよし教室」とは
　子どもたちを取り巻く環境が厳しくなっている現代社会において「地域の宝である子
どもを地域で守り、育てていく」という考えに注目が集まっているなか、白井第二小学
校区では、平成20年度から子どもたちの安全で健やかな居場所作りを目的に「放課後子
ども教室」を開催しています。
　教室では、毎週木曜日の放課後に白井第二小学校の教室を活用して、子どもたちと地
域の人たちが一緒に学習やスポーツ、文化活動、地域住民との交流活動などに取り組ん
でいます。教室の運営には、子どもたちが楽しめるプログラムを考える「コーディネー
ター」や安全を見守る「安全管理員」、いろいろなことを教えてくれる「学習アドバイザー」
などたくさんの地域ボランティアが協力しており、地域ボランティアには「地域の子ど
ものために何かできないか」という思いのもと保護者や青少年相談員、福祉団体、地域
活動サークル、スポーツ団体、教育関係者、地域の事業所、市主催の講座の卒業生など、
多くの人が名乗りをあげています。
　子どもたちはたくさんの地域の人たちとの交流の中で、他人を尊重し思いやる心など、
多くのことを学び、また地域の人たちも、子どもたちとの交流を楽しみながら活動にや
りがいを持って参加しています。
　開始当初は、子どもたちの安全で健やかな居場所作りのためだった教室も、5年目を迎
えた今では、地域の皆さんの居場所にもなっています。
※なかよし教室の詳細については、生涯学習課社会教育班へ問い合わせてください。

【参加者の声】
●地域の人にいろんなことを教えてもらえて楽
しかった

【保護者の声】
●普段体験することのできない活動や地域の人
たちとの触れ合いをとても喜んでおり、毎週の
活動を楽しみにしています
●教室への参加が子どもにとって心を開ける大
切な場となっているようです

【地域ボランティアの声】
●子どもたちと楽しい時間を過ごすことができ、
生きがいや楽しみができました
●指導者としてのスキルアップができました
●子どもたちが目を輝かして活動している姿を
みることは、このうえなく喜ばしいことです

昨年の訓練（根地区）の様子

家
庭
教
育
「
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
〜
親
と
子

ど
も
の
信
頼
関
係
を
深
め

る
た
め
に
〜
」

　「
子
ど
も
の
反
抗
的
な
態
度
に
ど

う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
話

を
し
て
も
子
ど
も
か
ら
の
反
応
が
な

い
の
で
つ
い
怒
り
す
ぎ
て
し
ま
う
」

な
ど
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
に
不
安

を
感
じ
た
り
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
人

や
聞
き
方
・
話
し
方
を
も
っ
と
学
び

た
い
人
を
対
象
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
実
技
の
体
験
学
習
を
中
心
と
し

た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
よ
り

良
い
親
子
関
係
を
求
め
て
い
る
仲
間

と
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

　
2
月
1
日
・
8
日
・
22
日
（
各

金
曜
日
・
全
3
回
）

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
原
則
全
日
程
参
加
で
き
る
子

育
て
中
の
保
護
者

　
35
人

　（
申
し

込
み
順
）

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込
み

時
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

講
師

　
親
業
訓
練
協
会
シ
ニ
ア
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
富
澤
優ゆ

う
こ江

さ
ん

申
・
問

　
1
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話
、

メ
ー
ル
ま
た
は
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
班

　
内
線
3
4
3
1
・
{ sy

ou

g
ai-g

ak
u
sy

u
u
@
city

.sh
iro

i.ch
iba.jp

へ

2013.1.155



　12月9日に東金文化会館で行わ
れた「第29回千葉県スポーツ推
進委員研究大会」において、これ
まで長年にわたる市民の健康増進
のためのスポーツの普及・振興に
尽力をしたことが認められ、市ス
ポーツ推進委員の上條明美さんと
鶴岡忠幸さんが千葉県スポーツ推
進委員功労賞を受賞しました。
問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

白  

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
講
座

　「
赤
ち
ゃ
ん
の
考
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
と
楽
し
い
だ
ろ
う
な
」「
泣

く
か
わ
り
に
教
え
て
く
れ
な
い
か

な
」
な
ど
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
の

中
で
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
は
、
ま
だ
言
葉
を

う
ま
く
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
手
話

や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
育
児
法
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
と
手
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
親
子
の
絆
を

深
め
ま
せ
ん
か
。

子

育

て

～みんなでつどう・みんながまなぶ・みんなをむすぶ～
センターフェスティバル

桜台センターフェスティバル日程表
内容 日程 プログラム（開催時間）

展示 26日㈯・27日㈰
絵画、洋裁、市内団体の活動内容報告、桜台セ
ンター事業報告（終日）

発表

26日㈯
ジャズダンス（9：30 ～）、合気道演武（10：00 ～）、
空手演武（12:30 ～）、盛岡さんさ（13：30～）、オー
ケストラ演奏（14:30 ～）

27日㈰

女性コーラス（10:30 ～）、親子ダンス（11:00 ～）、
HIPHOPダンス（11:30 ～）和太鼓演奏（12:00
～）、テコンドー演舞（13:00 ～）、空手演武（13：
30 ～）

体験
26日㈯・27日㈰ 健康相談、介護生活支援相談、千羽鶴作り（終日）

27日㈰ 市健康課「がん知っとこ情報」（終日）

模擬店・販売

26日㈯ 文房具など（終日）

26日㈯・27日㈰

模擬店（焼きそば、たこ焼き、焼き鳥、黒米赤飯、
黒米大福、ピザ、パン、野菜、クッキー、ふる
さと産品落花生最

も な か

中、草もち、団子、竹炭、竹
細工、竹酢液など）
手作り品（トートバック、ブックカバー、古布
小物、シュシュなどの小物）

児童館

26日㈯

グラウンドゴルフ（9：30 ～）、コリントゲーム（9：
30 ～）、おかしのつかみ取り（9：30 ～）、囲碁・
将棋（13：00 ～）、おはなし会（11：00 ～ 11：30）
※「コリントゲーム」「おかしのつかみ取り」
は有料です。終了は午後3時になります。

27日㈰
スライム作り、型ぬき、くじ引き、「さくらだ
いクラブ」による射的、おめん作り（終日）
※「射的」「おめん作り」を除いて全て有料です。

　センターフェスティバルは、サークルや市民活動団体の1年間の学習成果の発表や展示を行う場として、各団体が作成した作品の販売や子どもた
ちが楽しめる体験コーナーなど、地域の皆さんと交流できる祭りです。
　1月の桜台センターでの開催を皮切りに3月まで各センターで開催します。
　各センターの実施日は下表のとおりです。

桜  桜台センターフェスティバル
日時　1月26日㈯　午前9時30分～午後3時30分
　　　　  27日㈰　午前9時30分～午後2時30分
内容・日程・プログラム（開催時間）　右表のとおり
※臨時駐車場を桜台小・中学校に用意します。

センターフェスティバル日程表
センター名 開催日

桜台センター 1月26日㈯・27日㈰
白井駅前センター 2月16日㈯・17日㈰
西白井複合センター 2月23日㈯・24日㈰
冨士センター 3月2日㈯・3日㈰
公民センター 3月2日㈯
白井コミュニティセンター 3月16日㈯

日
時

　
2
月
4
日
㈪

　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象

　
生
後
6
カ
月
か
ら
1
歳
ま
で

の
子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し

込
み
順
）

講
師

　
N
P
O
法
人
日
本
ベ
ビ
ー
サ

イ
ン
協
会

　
三
上
千
賀
さ
ん

持
ち
物

　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　

16
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら
電
話

か
直
接
白
井
児
童
館
へ

公  

0
歳
児
サ
ー
ク
ル

　
指
や
手
に
絵
の
具
を
付
け
て
絵
を

描
く
「
フ
ィ
ン
ガ
ー
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
」
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
2
月
4
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
23
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
20
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物

　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　

2
月
1
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　
紙
粘
土
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作

っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
2
月
5
日
㈫

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

2
月
1
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時

　
2
月
2
日
㈯
、
3
日
㈰
、
9

日
㈯
、
10
日
㈰
、
16
日
㈯
、
17
日
㈰
、

23
日
㈯
、
24
日
㈰

　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
8
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
0
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
1
月
25
日
㈮
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがあ
るため徒歩や自転車、車の乗り合わせなどで来場してください
※駐車場が用意できないセンターもありますので、詳しくは問
い合わせてください。
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更す
る場合があります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します

昨年の児童館の様子

オーケストラの演奏

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

親子の絆を深めましょう

市スポーツ推進委員が「千葉県スポーツ
推進委員功労者表彰」を受賞しました

上條さん（左側）と鶴岡さん
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福  

新
春
の
会

　
正
月
飾
り
で
装
飾
さ
れ
た
館
内
で
、

箏こ
と

や
尺
八
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
甘
酒
の
無
料
配
布
も
あ
り
ま
す
。

日
程

　
1
月
24
日
㈭

時
間
・
内
容

　
午
前
11
時
〜
午
後
1

時
・
甘
酒
の
無
料
配
布
、
午
前
11
時

30
分
〜
・
演
奏
会

冨  

今
年
も
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
〜
恵
方

巻
き
作
り
〜

　
自
分
で
作
っ
た
恵
方
巻
き
で
、
開

運
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
3
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
1
年
生
以

上
の
子
と
そ
の
保
護
者

　
12
組
（
申

し
込
み
順
）

講
師

　
白
井
市
農
産
物
加
工
研
究
会

湯
浅
美
代
子
会
長

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、
持
帰
り
用

の
入
れ
物
、
上
履
き

趣
味
・
教
養
・
学
習

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
シ
ニ
ア
初
級
社
交
ダ
ン
ス
講
習

　
社
交
ダ
ン
ス
が
好
き
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
の
あ
る
60
か
ら
80
代
ま
で

の
元
気
な
高
齢
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

　
18
日
㈮

　
午
後
1
時

〜
3
時
・
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、

25
日
㈮

　
午
後
1
時
〜
3
時
・
福
祉

セ
ン
タ
ー

　
年
会
費

　
3
、
0
0
0

円
　
参
加
費
　

1
回
3
0
0
円
（
施

設
使
用
料
な
ど
）

問
　

N
P
O
法
人
日
本
シ
ニ
ア
ダ
ン

ス
連
盟
千
葉
県
シ
ニ
ア
ダ
ン
ス
育
成

協
会
し
ろ
い
支
部

　
海
老
原
☎
0
9

0
（
3
8
0
1
）
7
3
0
9

◆
歯
科
衛
生
士
の
た
め
の
復
職
支
援

研
修
会

日
時

　
20
日
㈰
、
27
日
㈰

　
場
所

　

千
葉
県
歯
科
医
師
会
館
（
千
葉
市
美

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
印
旛
郡
市
民
親
善
テ
ニ
ス
大
会
参

加
者
募
集

日
程

　
3
月
3
日
㈰
・
10
日
㈰
（
予

備
日

　
3
月
23
日
㈯
・
30
日
㈯
）　

場
所
　

佐
倉
市
岩
名
運
動
公
園
テ
ニ

ス
場
ほ
か

　
種
目

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
般
・
45
歳
以
上
・
55
歳
以
上
、
女

子
ダ
ブ
ル
ス

　
一
般
・
45
歳
以
上

参
加
資
格

　
市
内
在
住
・
在
勤
者（
中

学
・
高
校
生
可
）、
市
テ
ニ
ス
連
盟

登
録
者
お
よ
び
新
規
連
盟
加
入
者

参
加
費

　
一
般
ペ
ア
2
、
5
0
0
円
、

一
般
・
中
学
、
高
校
生
ペ
ア
2
、
0

0
0
円
、
中
学
・
高
校
生
ペ
ア
1
、

5
0
0
円

　
申
込
期
間

　
〜
2
月
3

日
㈰

※
詳
細
お
よ
び
申
し
込
み
方
法
は
白

井
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　

白
井
市
テ
ニ
ス
連
盟

　
寺
岡
☎

（
4
9
2
）
2
1
1
8

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
24
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

初
め
て
の
エ
コ
ク
ラ

フ
ト
講
習

　
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
を
使
っ
て

籠
作
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
7
日
、
14
日
、
21
日
、

28
日
（
各
木
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

持
ち
物

　
は
さ
み

　

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

1
月
28
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

は
じ
め
て
の
成
年
後

見
制
度
セ
ミ
ナ
ー

　「
成
年
後
見
制
度
」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
今
後
、
自
分

自
身
や
大
事
な
人
が
安
心
な
生
活
を

送
る
た
め
に
も
必
要
な
制
度
で
す
。

　
概
要
や
内
容
、
事
例
な
ど
に
つ
い

て
専
門
家
が
丁
寧
に
説
明
す
る
の
で
、

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

消防署からのお知らせ
火災などの発生件数（12月31日現在）

火　災 救　急 救　助

12
月
の
件
数

平
成
24
年
の累

計

平
成
23
年
と
の比

較

12
月
の
件
数

平
成
24
年
の累

計

平
成
23
年
と
の比

較

12
月
の
件
数

平
成
24
年
の累

計

平
成
23
年
と
の比

較
0
件

23
件

▲6
件

188
件

2,419
件

206
件

3
件

19
件

▲7
件

※▲はマイナスを示します。

子

ど

も

公  

作
っ
て
み
よ
う

　
カ
ッ
プ
に
フ
ェ
ル
ト
な
ど
で
装
飾

を
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
物
入
れ
を

作
ろ
う
。

日
時

　
2
月
9
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

2
月
2
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

福  福祉作業所の愛称を募集します
　福祉作業所は、作業な
どを通じて障害者の自立
と社会参加を支援してい
る福祉施設です。
　平成25年4月1日より「就
労継続支援Ｂ型事業所」
への移行を予定しており、
それに合わせて福祉作業所の愛称を募集します。
■申・■問　愛称、住所、氏名を任意の用紙に記入の
上、1月31日㈭（消印有効）までに応募箱（市社会
福祉協議会、福祉センター内にあります）に入れ
るか、はがきかファクスで、〒270-1415　白井市
清戸766-1　福祉作業所　☎（492）2096・N（492）
2021へ

浜
区
）

問
　

千
葉
県
歯
科
医
師
会
☎
0
4
3

（
2
4
1
）
6
4
7
1

◆
み
る
く

　
親
子
で
遊
ん
だ
後
に
、
ケ
ー
キ
を

食
べ
な
が
ら
語
り
合
う
こ
と
が
で
き

る
地
域
交
流
の
場
で
す
。

日
時

　
2
月
1
日
㈮

　
午
前
11
時
〜

午
後
1
時
、
3
月
2
日
㈯

　
午
前
11

時
〜
11
時
30
分

　
場
所

　
冨
士
セ
ン

タ
ー

　
対
象
　

一
般
（
自
由
参
加
）

ケ
ー
キ
代
　

1
0
0
円

問
　

サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
ミ
チ
ェ
☎

（
4
4
6
）
2
6
0
0

◆
子
ど
も
の
服
装
を
考
え
る
会

　
子
ど
も
服
な
ど
の
製
作
に
携
わ
っ

て
い
る
田
村
篤
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
「
子
ど
も
ら
し
い
服
装
に
つ
い

て
」
「
子
ど
も
服
の
手
作
り
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
の
ほ

か
松
戸
幼
児
生
活
団
5
歳
組
の
事
例

発
表
や
子
ど
も
服
の
収
納
方
法
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
2
月
1
日
㈮

　
午
前
10
時
〜

正
午

　
場
所

　
松
戸
友
の
家
（
柏
市
）

対
象

　
一
般

　
1
5
0
人
（
申
し
込

み
順
）

※
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
50
人

（
申
し
込
み
順
）ま
で
、1
人
50
円（
保

険
代
）
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
松
戸
友
の
会
☎
0

4
（
7
1
7
3
）
7
6
2
6
へ

◆
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

①
手
賀
の
丘
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
や
フ
リ

ー
マ
ケ
ッ
ト
、
木
の
実
を
使
っ
た
ク

ラ
フ
ト
な
ど
の
創
作
活
動
、
ラ
ー
ト

体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
2
月
3
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時

②
初
心
者
も
楽
し
め
る
ラ
ー
ト
体
験

　
ラ
ー
ト
は
、
2
本
の
鉄
の
輪
を
平

行
に
つ
な
い
だ
器
具
を
使
っ
て
体
操

を
行
う
競
技
で
す
。

　
当
日
は
、
日
本
ラ
ー
ト
協
会
指
導

員
が
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま

す
。

日
時

　
2
月
11
日
㈷

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

　
対
象

　
身
長
1
1
5
㌢

㍍
以
上
の
小
学
生
以
上

　
30
人
（
申

し
込
み
順
）

※
小
学
生
の
参
加
に
は
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
で
手
賀
の
丘
少
年
自

然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）
1
9

2
3
へ

◆
青
空
保
育
「
つ
く
し
ん
ぼ
」
体
験
会

　
次
年
度
会
員
募
集
の
た
め
、
体
験

会
を
行
い
ま
す
。
冬
の
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
自
然
を
親
子
で
歩
き
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
2
月
7
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分

　
集
合
場
所

　
印
西

市
松
山
下
公
園
駐
車
場

　
対
象

　
平

成
25
年
4
月
1
日
現
在
で
3
歳
の
子

と
そ
の
保
護
者

　
5
組（
申
し
込
み
順
）

こ
の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
9
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

冨  

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
コ

作
り

　
粘
土
で
か
わ
い
い
パ
ー
ツ
を
作
り
、

自
分
だ
け
の
小
物
入
れ
と
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
作
ろ
う
。

日
時

　
2
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
小
学
生

　
16
人（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
持
ち

帰
り
用
の
袋

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

1
月
25
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

参
加
費

　
1
、
3
0
0
円

申
　

1
月
25
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

※
対
象
年
齢
に
達
し
て
い
な
く
て
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。

持
ち
物

　
弁
当
、
水
筒
、
シ
ー
ト
、

着
替
え
、
お
し
ぼ
り

申
・
問

　
1
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
関
口
☎
・

（
4
0

2
）
3
6
2
8
へ

社   交通遺児に見舞金などが支給されます
　陸上の交通事故で親を失った子やその家族に対して、千葉県社
会福祉協議会交通遺児援護基金から見舞金などが支給されます。
見舞金などは地域の民生委員・児童委員が持参します。
　1度支給を受けたことがある人が別の激励金などの支給を受け
る場合は、再度申し込みが必要になります。
【見舞金】
対象　18歳未満で、親が亡くなってから1年以内の遺児がいる世帯
支給額　1世帯10万円（遺児が2人以上いる世帯については、2人
目から5万円を加算）
【勉学奨励金】
対象　平成25年4月に小・中学校に入学する遺児
支給額など　2万円と図書カード1万円分
【激励金】
対象　平成25年3月に中学校を卒業する遺児
支給額など　5万円と図書カード1万円分
■申・■問　31日㈭までに電話で社会福祉協議会へ

講
師

　
清
水
司
法
書
士
事
務
所

　
司

法
書
士

　
二
瓶
雄
太
郎
さ
ん

持
ち
物

　
筆
記
用
具

申
　

2
月
2
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

籠をつくりましょう

作業の様子
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し
、
今
年
で
32
年
に
な
り
ま
す
。

卒
団
生
の
中
に
は
社
会
人
と
な
っ

て
、
現
在
指
導
者
と
し
て
活
動
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

　
団
で
は
異
年
齢
の
子
が
集
ま
り
、

小
さ
な
グ
ル
ー
プ
（
6
人
位
）
で

の
活
動
の
中
で
、
仲
間
た
ち
と
自

然
の
中
で
遊
び
な
が
ら
、
協
調
性
・

責
任
感
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
養

い
な
が
ら
、
一
人
一
人
の
成
長
を

促
し
、
よ
り
よ
い
社
会
人
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
の
目
的
・
教
育
シ
ス
テ
ム

は
世
界
共
通
で
、
男
子
だ
け
で
な

く
女
子
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
小
学
校

入
学
前
の
9
月
か
ら
小
学
2
年
生

の
8
月
ま
で
を
「
ビ
ー
バ
ー
隊
」、

小
学
2
年
生
の
9
月
か
ら
小
学
5

年
生
の
8
月
ま
で
を
「
カ
ブ
隊
」、

小
学
5
年
生
の
9
月
か
ら
中
学

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

老
い
て
よ
り
見
え
く
る
物
や
根
深
汁

忙
し
き
メ
モ
取
り
暇
も
な
き
師
走

落
ち
葉
掃
く
音
も
集
め
て
袋
詰
め

片
隅
に
置
か
れ
し
冬
至
南
瓜
切
る

原
発
を
語
ら
ぬ
日
な
く
巳
歳
来
る

燦
燦
と
四
方
を
照
ら
し
て
初
日
の
出

霜
晴
や
瞬
く
度
に
草
光
る

神
鈴
の
麻
の
緒
か
た
き
寒
詣
で

咳
の
吾
児
早
く
着
せ
た
き
赤
ジ
ャ
ケ
ツ

ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
つ
ふ
つ
煮
ゆ
る
小
春
か
な

剪
定
し
樹
影
整
う
師
走
か
な

峠
ま
で
富
士
見
に
歩
む
小
春
か
な

年
の
暮
今
年
も
喰
う
ぞ
晦
日
そ
ば

年
用
意
古
希
の
嫁
御
の
指
あ
れ
て

屠
蘇
を
酌
子
等
を
偲
び
て
老
い
夫
婦
り

二
階
よ
り
鴉
見
て
ゐ
る
十
二
月

初は
つ
ひ陽
浴
び
若
き
血
と
汗
飛
ぶ
箱
根

花
達
よ
年
々
増
え
る
鉢
囲

晩
節
や
年
の
歩
み
の
早
か
ら
む

日
は
昇
り
先
づ
は
一
礼
恵
方
か
な

ま
た
ひ
と
つ
歳
の
重
さ
よ
こ
ぞ
こ
と
し

眞
南
の
冬
陽
い
た
だ
く
今
日
の
幸

室
生
寺
の
御
仏
た
ち
も
秋
惜
し
む

湯
豆
腐
の
白
き
を
す
く
う
夕
餉
か
な

輪
っ
か
だ
け
孫
の
手
に
よ
る
松
飾
り

暖
か
き
湯
気
た
ち
の
ぼ
る
鍋
料
理

　
笑
顔
で
か
こ
む
娘
の
手
料
理

江
戸
切
子
紫
の
壷
に
黄
バ
ラ
活
け

　
水
を
満
た
せ
ば
光
耀
ふ

老
い
の
身
を
励
ま
し
一
歩
も
う
一
歩

　
汗
し
て
目
指
す
高
尾
山
頂

還
暦
後
武
道
の
出
来
る
有
り
難
さ

　
両お

や親
に
感
謝
そ
ろ
り
と
稽
古

戦
地
の
父
の
無
事
を
祈
り
し
満
月
に

　
今
宵
は
孫
の
就
職
願
う

根ね
ぎ
り
ざ
か

伐
坂
谷
津
に
歩
け
ば
木
洩
日
の

　
斜
光
カ
ー
テ
ン
顔ほ
ほ

を
叩
け
り

パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
す
る
ら
し
き
盲
の
友

　
ス
カ
イ
プ
使
ふ
と
知
ら
ぬ
語
を
い
ふ
　

花
に
酔
う
胡
蝶
の
如
き
舞
い
姿

　
春
を
待
た
ず
に
旅
立
ち
せ
し
か

山
賛
歌
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
に
は
え
る

　
顔
は
遠
い
記
憶
今
は
昔
に

山
豊
か
紅
葉
の
晴
れ
着
身
を
包
み

　
我
見
て
く
れ
と
競
う
が
如
し

蝋
梅
の
か
を
り
立
ち
く
る
参
道
に

　
ひ
び
く
梵
鐘
謹
み
て
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

堀
込

　
　
　
山
川
純
子

大
松
　
　
　
川
又
勝
彦

池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

神
々
廻

　
　
斉
藤
と
み
子

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

七
次
台
　
　
片
野
美
耶
子

冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

清
水
口

　
　
松
村
純
子

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

神
々
廻
　
　
高
橋
勲
次
郎

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

桜
台
　
　
　
土
山
勝
實

冨
士

　
　
　
柳
沢

　
純

大
山
口
　
　
上
坂
千
昭

根
　
　
　
　
乾
　
タ
カ
子

冨
士

　
　
　
染
谷
英
人

南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

大
松
　
　
　
織
本
泰
子

清
水
口
　
　
大
西
幸
江

冨
士

　
　
　
福
加
博
之

清
水
口
　
　
池
川
　
悟

七
次
台
　
　
松
井
寛
紅

池
の
上
　
　
関
根
千
浪

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

根
　
　
　
　
印
南
満
子

清
水
口

　
　
柴
垣
正
徳

冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

南
山
　
　
　
山
本
庸
雄

堀
込

　
　
　
名
越
た
て
み

平
塚

　
　
　
海
老
原
　
弘

池
の
上

　
　
蝦
名
幸
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

よ
り
よ
い
社
会
人
の

育
成
を
目
指
し
て

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
90
年
前

に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
地
球
規

模
の
活
動
で
す
。
4
年
に
一
度
日

本
中
の
ス
カ
ウ
ト
の
集
い
や
、
世

界
中
の
ス
カ
ウ
ト
の
集
い
が
開
催

さ
れ
、
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
す
。

　
ま
た
指
導
者
は
、
各
種
研
修
機

関
で
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
・
知
識
を

身
に
付
け
た
か
た
が
た
が
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
子
ど
も
た
ち
の
指
導

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
当
団
は
白
井
市
お
よ
び
船
橋
市

小
室
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央

西
部
地
区
に
住
む
ス
カ
ウ
ト
22
人

と
指
導
者
・
委
員
38
人
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
55
年
に
発
足

ジ
ャ
ン
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ロ
ー

プ
の
結
び
方
や
地
図
の
読
み
方
な

ど
を
初
級
か
ら
上
級
へ
と
ス
ッ
テ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
「
進
級
科

目
」
と
、
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し
て

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
博
士
」、サ
ッ

カ
ー
を
し
て
「
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ

選
手
」
な
ど
、
社
会
や
自
分
に
役

立
つ
い
ろ
い
ろ
な
技
能
を
自
分
で

修
得
す
る
「
選
択
科
目
」
が
あ
り
、

学
校
や
家
庭
で
な
か
な
か
学
べ
な

い
事
を
仲
間
と
共
に
学
ん
で
い
け

ま
す
。

　
現
在
一
緒
に
活
動
す
る
ス
カ
ウ

ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
5
歳
か

ら
「
随
時
」
年
齢
に
応
じ
た
活
動

を
案
内
し
ま
す
。詳
し
く
は
、ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
1
団

　

東
條
☎
（
4
9
1
）
4
3
5
1
へ
。

問
　

市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班

　
内
線
3
1
5
1

3
年
生
の
8
月
ま
で
を
「
ボ
ー

イ
隊
」、
中
学
3
年
生
の
9
月
か

ら
18
歳
の
8
月
ま
で
を
「
ベ
ン

チ
ャ
ー
隊
」、
18
歳
9
カ
月
か
ら

25
歳
8
カ
月
ま
で
を
「
ロ
ー
バ
ー

隊
」
と
言
い
、
各
隊
ご
と
に
月
2

回
程
度
活
動
し
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
季
節
や
年
齢
に
応

じ
た
野
外
活
動
（
ハ
イ
キ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
水
遊
び
、
登
山
、

ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
キ
ャ
ン
プ

な
ど
）
と
、
室
内
で
野
外
活
動
の

た
め
の
準
備
や
工
作
で
す
。

　
ま
た
年
2
か
ら
3
回
ほ
ど
幼
児

か
ら
大
人
ま
で
全
員
が
集
ま
り
、

皆
で
協
力
し
て
も
ち
つ
き
を
し
た

り
ご
み
拾
い
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
な

ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
共
に
過

ご
し
ま
す
。

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
育
成
に
は

「
ス
ポ
ー
ツ
」「
芸
術
」「
文
化
」「
奉

仕
」「
救
急
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

　最近、文化センター敷地内に
レトロな赤い丸型郵便ポストが
設置され、話題になっています。
　このポストは日本郵便株式会
社白井郵便局が、白井における
郵便開業140年の記念事業とし
て、これまで長野県飯田市で約
60年間使用されていたものを譲
り受け、傷んだ部分を補修して
市内で再び活躍することになったもので、12月22日には市長や市内保
育園の園児などが招かれて除幕式が行われました。
　日本全国には約19万本のポストがありますが、同型のポストは約5
千本と少なく、貴重な文化財の一つです。市内からすっかり姿を消し
てしまった丸型ポストですが、新たに化粧直しをされ、文化センター
であなたの郵便物を預かります。郷愁漂う赤い丸型郵便ポストをぜひ
利用してみてください。

丸型ポストが文化センターに登場

文化センターに設置された丸型ポスト

ボーイスカウト印西白井第 1団の皆さん

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
印
西
白
井
第
1
団

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
②

　11月14日に千葉県文化会館大
ホールで千葉県学校保健会研修
会・顕彰式が開催され、清水口
小学校が「千葉県学校健康教育
優良学校」として表彰されました。
　同校は平成17年から学区の自
治会や有志の会、保護者と連携
し、登下校時の見守り活動を組
織的に実施して、児童の事故防

止と地域全体の交通安全に対する啓発に努めてきました。また昨年は
「交通安全教育モデル事業」として自転車の乗り方やシートベルト体
験車を使った衝突模擬体験など実践的な交通安全教室を開催し、交通
安全教育の普及に貢献したことなどが評価されたものです。
　受賞した清水口小学校の田代成司校長は「保護者や地域、防犯ボラ
ンティアの皆さんのご協力のおかげで受賞することができました。今
後とも、安全な学校づくりに努めていきます」と語っていました。

学校安全で清水口小学校が受賞

自転車の乗り方やルールを学ぶ子どもたち


